
アンケート結果 　　　　受講数　　３５　　回答数　３４　　回答率９７％　　　

1 性別・年齢 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 未回答 合計

男性 0 2 3 5 4 2 2 18

女性 2 0 1 6 3 3 1 16

2 2 4 11 7 5 3 34

2 来場について ・本日の公演は、建築総合展を見に来て知った 1名

・本日はセミナーに参加するために建築総合展に来た 33名

3 あなたは色覚について関心がありますか（複数チェック可）・・「回答数］

・色弱や色覚（色の見え方）の多様性について、これまであまり意識したことがなかった・［１９］

・大切な問題だと日ごろから思っていて関心があった・・［１３］

・身近な問題として関心があった・・［６］

・仕事や日常で関わる人に色弱または色弱の可能性のある人がいるので以前から関心があった・・［４］

・自分自身または身近な親族等が色弱または色弱の可能性があるため以前から関心があった・・［３］

・その他・・［１］

（理由：サイン計画をしている）
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　このアンケートは、(公社)愛知建築士会まちづくり委員会福祉部会が作成し、NPO人にやさしい色づかいをすすめる会が集計をしたものです。

2024年6月２８日　第５３回建築総合展会場セミナー

「色覚の多様性とカラーユニバーサルデザイン～色弱者に対応した色彩計画とは？」
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4 今回のセミナーは、あなたにとって有益でしたか（複数チェック不可）・・［回答数］

・非常に有益だった・・・［30］

・まあまあ有益だった・・・［３］

・普通・・・［１］

・あまり有益ではなかった・・・［０］

・意味がなかった・・・［０］

5 今回のセミナーの時間は適切でしたか（複数チェック不可）・・［回答数］

・長かった・・［１］

・少し長かった・・［３］

・ちょうどよかった・・［２７］

・少し短かった・・［２］

・短かった・・［０］

・無記入・・［１］

6 今回のセミナーは、理解できましたか（複数チェック不可）・・［回答数］

・わかりやすかった・・［２６］

・だいたいわかった・・［８］

・難しかった・・［０］
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7 その他の感想（本日特に印象に残ったこと、疑問を持たれたこと、今後どのような講座があればよいか

等、自由にお書きください）

・貴重なお話ありがとうございました。

・看板業に身を置いており様々な商業施設の誘導サイン、避難経路図などをデザインしています。

　今後CUDを活用して業務に役立てたいです。ありがとうございました。

・仕事で案内板などのデザインをすることがあり、今後意識的に寄せて使用することにします。

　赤・緑を使用する時は注意します。

・色紙の色分け体験に驚いた。無彩色の例が少々カラフルになってしまった。

　強度の色弱の方の実体験のお話は興味深く、光沢のある色が見分けづらいのは不便だと思った。

　詳しい話を聞けて意義深かったが、より実路・実践的な配色や実例をもう少し知りたかった。

・色弱は治らないですか。信号機の色が分からないというのが衝撃的でした。

・色についてあまりにも意識してこなかったということを認識した。

・模擬体験を通して色弱者の方の色の見え方を理解できたように思います。

　見えやすい色を意識しながら色を使えるように心がけようと思います。

・体験できて非常に良かったです。今後街づくりで役立てたいです。

・色弱の方の多さ、不便さを感じ、これからに生かしたいと思いました。

・実際に色弱の方のお話を聞いて大変驚きました。同じように見えてると思って対応してきましたが

　講義で学んだことを生かしていきたいと思います。

・当事者さんの実際の見え方を体験できてとても良かったです。今後、より意識していきたい。

・身近な人から、今日のCUDの内容を伝えていき、沢山の人にもっと知ってもらいたいと思いました。

・赤と緑は近いので人により見え方が違う。

　色弱当事者とは別に見える色の世界はそれぞれ違うということはすべての人に言えると思いました。

　より良いものを求め続けるユニバーサルデザイン印象に残りました。

・建築としてもう少し具体的な対策を例示していただければよかったと思います。

・知人の子供がピンクを茶色と言っていたのを思い出し今日のセミナーで色覚の違いからそのように

　見えていたんだと理解できた。

・ありがとうございました！赤やピンクの見え方がとても勉強になりました。

・色弱体験が非常に良かった。当事者の見え方が実感できた。

・以前富永さんにはセミナーをしていただきました、随分具体的に分かりやすく素晴らしかったので

　感激しました。ありがとうございました。

・以前からSNSなどで色弱の方のお悩みを見ていたので、今日のセミナーはとても有益でした。

　体験の際には実際に色弱の方の見え方に近い貴重な体験ができて今後のカラーデザインの参考に

　なりました。多様性の時代なので、もっと多くの人に寄り添える人間になりたいです。

　ありがとうございました。

・当事者の方のお話や、模擬体験を通してカラーユニバーサルデザインの重要性をよく認識することが

　できました。ありがとうございました。

・ご本人のお話を聞けたことがとても有益だった。「色」を理解しようとすることへの注力にどれだけ

　エネルギー＝ストレスが必要なのか～と感じた。そのまま受け入れることは許されないのかとか？

　難問山積！少なくともサインデザイン、知らせる情報には見分けられることをミッションとして社会が

　認識しなければと思った。

・CUDについて知ることができた。
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